
第１学年１組 理科学習指導案 
 

   

 

１ 単元名 物質のすがた 

 

２ 指導観 

〇 身の回りにはさまざまな物質がある。例えば、プラスチックは、ガラスの代用品として利用されることがあ

る。プラスチックは軽くて安価、割れにくい、傷と熱に弱い、ガラスは重く、破損しやすい、傷と熱に強いな

どの性質がある。私たちは、そのような性質を知ったうえで、プラスチックのメガネ、ガラスの哺乳瓶など、

自身のライフスタイルにあった選択をしながら日用品の購入をしなければならない。物質のさまざまな性質を

理解し、それを意識して活用していくと、より便利に生活ができるようになる。また、物質の性質を調べるこ

とによって、原油の精製や昔から行われている打ち水などに原理や理由があることがわかり、科学的な知識と

日常生活が結びついて、社会全体がより快適な暮らしを目指していることがわかる。このように本単元は、日

常生活と結びつきやすいため、関心・意欲をもちやすい単元である。また、物質についての学習の導入でもあ

り、２年の物質の成り立ち、化学変化と物質の質量、３年の酸・アルカリとイオンの学習につながるため、基

礎的な知識や実験器具の基本技能を身につけるためにも必要である。さらに、実験では予想や考えを検証する

ための論理的思考を育てながら、身の回りの物質をより多面的・総合的な見方ができ、科学的な見方や考え方

を養う上で有意義である。 

 

〇 生徒はこれまでに、磁石の性質、電気の通り道、ものと重さ（小３）金属、水、空気と温度（小４）、物の

溶け方（小５）、燃焼の仕組み（小６）の学習をしている。本学級で事前アンケートを行った結果、理科に興

味・関心がある生徒は８２％おり、比較的高いことがわかる。「実験が面白い」「初めて知ることが多く、不

思議なことが、理解できるのが楽しいと感じる」など意欲的な意見があった。逆に興味がもてない、どちらで

もないと答えた生徒の理由として、「大人になって、役立つ気がしない」「好きな分野と嫌いな分野がある」

など、学習の必要性を見いだせなという意見があった。また、化学が日常生活に役立っているかという質問に

対して、「物質の性質で燃えやすいもの、そうでないものの性質を知ると火の近くにおいていいものかどうか

判断できる」など化学を身近なものとしてとらえることができる生徒と、「日常で石灰水を使ったりさまざま

な薬品を使ったりすることがないから」といった、化学を学ぶ有用性を実感できていない生徒もいる。 

 

○ 本単元では、身の回りの物質や気体の性質の知識を習得し、その性質の違いを利用して、物質を分けること

ができる科学的な思考力、実験技能を習得することをねらいとしている。そのためにまず、第一次では、身の

回りの物質のすがたについて課題を設定できるようにする。次に、第二次では、物質のすがたについての基本

的な性質や現象について理解することができるようにする。その際、知識と技能の習得の確認のため、振り返

りシートを活用し、実験や小単元ごとに小さな振り返りを行う。第三次では、第二次までに習得した知識や技

能で、無色透明の液体を区別する実験を計画、実験し、その結果を分析してレポートにまとめることができる

ようにする。その際、個人の考え導き出すために、振り返りシートを参考に知識を整理する時間をとる。次に、

小集団で交流をすることで、効率よくできる実験方法を思案する。さらに、結果をまとめ全体交流することで、

ほかの班の視点に気づかせる。最後に、単元全体を通して、自己の学びの変容を認識できるように、文章分析

シートを用いて学習全体を大きな振り返りをする場を設定する。 

 

３ 目標 

〇 主体的に取り組み、身のまわりのものを用いて探求的に調べようとしている。【関心・意欲・態度】 

〇 それぞれの物質に固有な性質を手がかりにして、物質を区別することができる。【思考・表現】 

〇 物質にはたらきかける基本的な方法を習得し、実験器具の操作、記録のしかたなど基本的な実験技能を身に

つけることができる。【技能】 

〇 さまざまな物質の性質の調べ方、性質の違いを整理することができる。また、物質を構成している粒子によ

って、物質の状態変化や物質の溶解、分離が起こることを理解することができる。【知識・理解】 



４ 単元計画(２６時間)      関心・意欲・態度【関】 思考・表現【思】 技能【技】 知識・理解【知】 

 

次           時 学習活動・内容 指導のねらい・内容・方法 評価規準(観点：方法) 

一 

１ 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 物質のすがたについて課題

を設定する。 

（1）６つの透明な液体（塩酸、

炭酸水、アンモニア水、食塩水、

砂糖水、精製水）のそれぞれの

性質について確認する。 

（2）単元を貫く課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物質のすがたについて、学習課題を

設定することができるように、既有

知識を用いて課題を考える活動を設

定する。 

・意欲的に物質の正体に

ついて探求しようとし

ている。（関：学習シ

ート） 

・物質の性質の違いにつ

いて関心をもち、意欲

的に課題解決を図ろう

としている。（関：様

相観察、学習プリント） 

二 

 

 

１ 

⑦ 

 

 

 

 

２ 

④ 

 

 

 

３ 

⑦ 

 

 

 

 

４ 

⑤ 

 

 

 

 

２ 物質のすがたに関する知識

や技能を習得する。 

【小さな振り返り】 

（1）いろいろな物質について学

習する。 

・身のまわりの物質 

・有機物と無機物 

・金属の性質 

・密度 

（2）気体の発生と性質について

学習する。 

・身のまわりの気体 

・いろいろな気体 

（3）物質の状態変化について学

習する。 

・状態変化と質量 

・状態変化と粒子の運動 

・状態変化と温度 

・蒸留 

（4）水溶液について学習する。 

・物質の溶解 

・溶解と物質の粒子 

・溶解度と再結晶 

・水溶液の濃度 

 

 

 

 

・各学習における仮説に基づいて、問

題解決を図ることができるように、

仮設ごとに検証する活動を設定す

る。 

・実験結果を整理し、考察を深めるこ

とができるようにするために、小集

団での交流活動を設定する。 

・考えを視覚的に表現できるように、

ホワイトボードを活用する場を設

定する。 

・課題解決に迫ることができるよう

に、小集団間での全体交流をする場

を設定する。 

・学習内容を確認することができるよ

うに、小さな振り返り活動を行う。 

・物質による性質の違い

を理解し、知識を身に

つけてる。（知：学習

プリント、定期テスト） 

 

・物質の基本的な性質を

身につけ、実験器具の

基本的な操作を安全に

行うことができる。

（技：パフォーマンス

テスト、様相観察） 

 

・さまざまな物質とその

性質に関する事象・現

象の中に、問題を見い

だし、目的意識をもっ

て実験を行い、物質の

固有の性質と共通の性

質について、自らの考

えを導いたりまとめた

りして、表現すること

ができる。(思：レポー

ト、定期テスト) 

 

三(

本
時
２
／
２) 

１ 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元を貫く課題解決をはか

る。 

(1)課題に対する仮説を設定す

る。 

(2)仮説をもとに、実験を行う。 

(3)実験方法を振り返り、これま

で獲得した科学的な知識をもと

に考察し、結論づける。 

 

 

 

 

 

 

 

(4)単元学習を通して、自己の学

習状況の変容を記述する。 

【大きな振り返り】 

・振り返りの全体の交流 

・レポートの作成 

 

 

 
 
 

 

・個人の考えをもとに、仮説を深める

ことができるように小集団で交流す

る場を設定する。 

・主体的に問題解決をはかることがで

きるように、実験結果を確認する場

を設定する。 

・実験方法を整理し、考察を深めるこ

とができるようにするために、模造

紙を用いて小集団での交流活動をす

る場を設定する。 

・単元学習の内容を確認するために、

文章分析シートを用いて大きな振り

返りを行う場を設定する。 

 

・物質の性質の違いにつ

いて、基礎的な概念を

理解し、知識を身につ

けている。（知：学習

プリント） 

 

 

・物質の性質の違いに着

目して区別することが

できる。（思：レポー

ト） 

 

・物質を区別するため、

結果を予想し、実験を

計画することができ

る。（技：学習プリン

ト） 

身の回りの物質のすがたについて
課題を設定できるようにする。 

６種類の透明な液体の正

体を簡潔に明らかにする方

法を考えよう。 

物質のすがたについての基本的な

性質や現象について理解することが

できるようにする。 

無色透明の液体を区別する実験を
計画、実験し、その結果を分析して
レポートにまとめることができるよ
うにする。 

①においをかぐ。→アンモニア 

②軽く振る。→炭酸水 

③リトマス紙につける。（ＢＴ
Ｂ液を入れる。）→塩酸 

④リトマス紙が変化しなかっ
た液体を加熱する。 

→砂糖水、食塩水、精製水 



５ 本時 平成３０年１１月９日（金）第５校時    場所 理科室   第３次の２時 

 

６ 本時の主眼 

 グループで行った実験から、６つの透明の液体の正体を調べる簡潔な方法を説明することができる。 

 

７ 振り返り活動を仕組む授業づくりの工夫点 

 これまでの「小さな振り返り活動」で獲得してきた知識・技能や自分の考えをもとに、小集団による交流活動及び全体活動を通して単元を貫

く課題に対する最終的な結論を説明することができる。最終段階では、単元学習を通して、自己の学習状況の変容を認識するための文章記述に

よる「大きな振り返り活動」を行う。個人の振り返りを全体で共有し、交流する場を設定する。 

 

８ 準備  学習プリント、保護メガネ、６種類の液体、生徒が計画して使う器具、模造紙、マジック 

 

９ 本時の過程          関心・意欲・態度【関】 思考・表現【思】 技能【技】 知識・理解【知】 

段
階 学習活動・内容 具体的な手立て（支援） 評価の観点（方法） 

形

態 
配時 

 

 

つ
か
む 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

 

 

さ
ぐ
る 

・ 

深
め
る 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

ま
と
め
る 

・
振
り
返
る 

 

１．前時の学習内容を想起し、本時の
学習の見通しを立てる。 

(1)前時に計画した実験手順を確認し、
時間を決めて実験を行う。 

 

(2)本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

２．実験結果をまとめる。 

 

３．各班で考えた実験方法と得られた
結果を発表する。 

〈実験方法について予想される意見〉 

良かった点 

・すべての実験を６回行うようにして
いたが、少ない回数でできないか考
えた。 

・簡単な薬品で調べられるように考え
た。 

改善点 

・もっと実験する項目を少なくするこ
とができた。 

 

４．本時のまとめを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．大きな振り返りを行う。 

・単元の学習を終えての振り返りを記
述する。 

・全体で交流する。 

 
〇本時の学習の見通しを立
てることができるように、
前時の仮説を振り返る場
を設定する。 

 
〇実験結果を正しく得るた
めに、注意点を指導する。 

 
〇本時の学習の見通しを確
認することができるよう
に、学習の流れを確認する
場を設定する。 

 
 
〇計画した実験方法を振り
返るため、実験のよかった
点、改善が必要だった点を
各自付箋に書き、実験結果
と一緒にまとめる場を設
定する。 

 
〇簡潔に実験を行うために、
どのような実験を計画し、
工夫した点や実験中に変
更した点も含め前時を確
認する場を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇単元全体を通して、何がわ
かったのか、実験方法に関
して何が必要であるか自
己の学習状況での変容を
認識できるように、文章分
析シートを用いて大きな
振り返りを行う場を設定
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇６種類の透明な液体
の正体を効率よく、
正確かつ安全に明ら
かにできる。【技】 

○計画した実験方法を
振り返り、よりよい
方法を再考ことがで
きる。【技】【思】 

（様相観察・学習プ
リント） 
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６つの液体の正体を調べる
方法を考えよう。 

①においをかぐ。→アンモニア 

②軽く振る。→炭酸水 

③リトマス紙につける。（ＢＴＢ
液を入れる。）→塩酸 

④リトマス紙が変化しなかった
液体を加熱する。 

→砂糖水、食塩水、精製水 
 


